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六
月
五
日
（
土
）
穴
水
総
合

病
院
に
お
い
て
、「
新
し
い
創

傷
・
褥
創
治
療
の
実
際
」
と
題

し
て
、
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
の
た
め
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
二
十
三
医
療
機
関
よ
り

七
十
二
人
が
参
加
し
た
。

昨
年
、
金
沢
に
お
い
て
こ
の

テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
好

評
を
得
た
塚
田
邦
夫
先
生
（
高

岡
駅
南
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
の

お
話
を
、
ぜ
ひ
能
登
地
区
会
員

と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
も
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
能
登
北
部
医
師
会
と
の
共

催
企
画
と
し
て
、
地
元
基
幹
病

院
の
ご
協
力
を
得
て
実
現
し

た
。医

師
会
学
術
担
当
理
事
で
あ

る
伊
藤
英
章
先
生
の
ご
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
さ
っ
そ
く
塚
田
先

生
の
講
演
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

内
容
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
、
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
、

聴
く
た
び
に
新
た
な
発
見
が
あ

る
。
実
は
、
こ
の
一
年
間
、
日

本
褥
瘡
学
会
に
お
い
て
は

「
ラ
ッ
プ
療
法
」
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
る
か
が
真
剣
に
討

議
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ら

れ
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
塚
田

先
生
な
ら
で
は
の
聞
き
応
え
の

あ
る
も
の
だ
っ
た
。
会
場
の
参

加
者
も
皆
、
大
変
満
足
さ
れ
た

様
子
で
、
今
後
も
両
会
共
催
で

講
演
会
を
企
画
し
て
い
け
る
こ

と
を
予
感
し
た
一
日
で
あ
っ

た
。

さ
て
、
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
、
今
年

の
金
沢
会
場
は
九
月
二
十
六

日
、
塚
田
先
生
に
ご
推
薦
い
た

だ
い
た
水
原
章
浩
先
生
（
東
鷲

宮
病
院
）
に
よ
る
「
傷
の
正
し

い
治
し
方
│
褥
瘡
の
ラ
ッ
プ
療

法
」
で
あ
る
。
お
見
逃
し
な
く
。

69医療機関から205人の医療スタッフが参加
（6月20日・ホテル金沢）

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

若
い
生
徒
さ
ん
に
、

口
の
中
の
虫
歯
が
異

様
に
多
い
場
合
が
見

受
け
ら
れ
る
。
原
因

は
言
う
で
も
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
誤
っ
た

摂
取
方
法
に
あ
る
場
合
が
多
い
。

以
前
は
高
校
生
の
生
徒
さ
ん
に

多
か
っ
た
の
だ
が
、
最
近
は
中

学
生
に
も
時
折
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
▼
ス
ポ
ー
ツ
で

多
量
に
発
汗
し
て
い
る
と
き
の

水
分
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、

そ
の
摂
取
方
法
を
聞
い
て
み
る

と
、
運
動
し
な
が
ら
少
量
を
口

に
含
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
「
だ
ら
だ
ら
飲

み
」
で
あ
る
▼
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
の
中
に
は
、
Ｐ
Ｈ
が
約
四
・

〇
前
後
に
な
る
も
の
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
一
方
、
歯
の
表

面
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
溶
け
出
す

Ｐ
Ｈ
は
、
約
五
・
四
な
の
で
、

こ
う
い
っ
た
摂
取
方
法
で
は
口

の
中
の
環
境
が
常
に
酸
性
に
傾

い
た
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。
さ
ら

に
糖
分
が
加
わ
れ
ば
大
切
な
歯

が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
は

言
う
ま
で
も
無
い
だ
ろ
う
。
実

際
の
口
の
中
で
は
、
エ
ナ
メ
ル

質
の
表
面
に
小
さ
な
穴
が
開
い

て
い
る
だ
け
に
見
え
て
も
、
下

層
の
象
牙
質
で
う
蝕
が
深
く
進

行
し
、
抜
髄
（
神
経
を
取
る
処

置
）
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

エ
ナ
メ
ル
質
表
面
が
広
範
囲
に

溶
け
、
欠
損
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
▼
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
見
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
は
体
に
良
い
と
い
う
短
絡
的

な
知
識
で
、
飲
料
水
代
わ
り
に

常
用
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ

う
い
っ
た
誤
っ
た
摂
取
方
法
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

能登の23医療機関から72人が参加して開かれた
（6月5日・穴水総合病院）

能登で医師とコ・メディカルのための講演会 

理事　小川　滋彦（金沢市・内科） 

塚田邦夫先生を招き 
創傷・褥創治療を学ぶ 
塚田邦夫先生を招き 
創傷・褥創治療を学ぶ 

能登北部医師会との共催企画が実現 能登北部医師会との共催企画が実現 能登北部医師会との共催企画が実現 

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に 

理
事
　
斉
藤
　
典
才（
金
沢
市
・
外
科
） 

二
〇
一
〇
年
度
接
遇
セ
ミ
ナ
ー 

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に 

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に 

接
遇
で
で
き
る
医
療
安
全
管
理
を
学
ぶ 

六
月
二
十
日
（
日
）、
金
沢

駅
前
の
ホ
テ
ル
金
沢
で
、「
接

遇
で
で
き
る
医
療
安
全
管
理
」

を
テ
ー
マ
に
、
二
〇
一
〇
年
度

接
遇
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

近
年
、
患
者
の
苦
情
（
ク

レ
ー
ム
）
が
医
療
従
事
者
に

と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
患
者
家
族
か
ら

見
た
と
き
、
医
療
従
事
者
の
言

葉
遣
い
や
対
応
が
ず
さ
ん
で

あ
っ
た
り
、
許
せ
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
私
た
ち
の
接
遇
の
仕

方
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
何
よ
り
も
患
者
家
族

が
気
持
ち
良
く
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
接
遇
」
と
い
う
の
は
、「
医

療
安
全
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
大
切
な
入
り
口
で
、
こ
の
領

域
で
は
全
国
的
に
有
名
な
Ｅ
＆

Ｅ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
石

割
郁
子
氏
を
お
招
き
し
、
二
百

五
人
の
方
が
熱
心
に
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
の
内
容
で
す
が
、「
割

れ
窓
理
論
」「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
」「
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法

則
」
と
い
っ
た
理
論
的
な
部
分

か
ら
始
ま
り
、
身
だ
し
な
み
の

基
本
や
、
挨
拶
・
返
事
・
笑
顔

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
法
、
言
葉
遣
い
の
基
本
な

ど
、
徐
々
に
実
践
的
な
お
話
へ

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

石
割
さ
ん
は
、
患
者
の
視
点

か
ら
医
療
者
の
あ
る
べ
き
姿
を

積
極
的
に
提
言
さ
れ
ま
す
。
患

者
の
ク
レ
ー
ム
は
、
私
た
ち
の

発
す
る
最
初
の
こ
と
ば
（「
担

当
が
違
い
ま
す
」
と
か
「
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な

ど
）
で
決
ま
る
こ
と
だ
と
か
、

安
全
に
関
し
て
の
ル
ー
ル
作
り

に
つ
い
て
は
、
暗
黙
の
了
解
と

い
う
の
は
ル
ー
ル
と
し
て
は

ま
っ
た
く
機
能
し
な
い
の
で
、

必
ず
文
章
化
し
、
問
題
点
を
さ

ら
け
出
し
た
上
で
医
療
機
関
内

の
皆
で
話
し
合
っ
て
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
べ
き
だ
と
、
よ
り
実

践
的
な
安
全
管
理
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
医

療
従
事
者
の
方
々
に
は
、
来
年

度
は
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
今
年
受
講

し
た
方
も
、
来
年
以
降
さ
ら
に

自
身
を
磨
き
高
め
る
た
め
に
、

継
続
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
有
意
義
な
内
容
で
し

た
。

講師の石割郁子氏
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入院患者の 
他医療機関受診制限に関する 
入院患者の 
他医療機関受診制限に関する 
 

入院患者の 
他医療機関受診制限に関する 
 

実態調査報告 実態調査報告 実態調査報告 

医療機関形態について

無床診療所からの回答は 106（回答率 22.9％）、有床診療所からの回答は 21

（回答率 21.6％）、病院からの回答は 39（回答率 46.4％）でした。この問題に

ついては、入院医療機関と外来医療機関の双方に関係があるのですが、やはり

病院における関心の高さが際立っています。50％近い回答率は、この問題がい

かに医療現場に混乱をもたらしたかを示していると思われます。

自院入院患者の他院診療依頼について（病院・有床診療所のみ回答）

入院患者を有する医療機関からの回答（60 医療機関）のうち、81.7％（49

医療機関）が、入院患者の他院への診療依頼を行っているとしています。入院

医療機関が入院患者の治療について責任を有することは当然のことですが、入

院医療機関が患者のすべての疾患に対応できるわけではないということを示し

ていると考えられます。なお、他院診療依頼の実態については、具体的な事例

も数多く寄せていただきました。その多くは、整形外科や精神科などの単科の

医療機関に入院している患者が専門外の疾患を発症した場合、入院医療機関の

みでの対応がいかに困難なものかを訴えています。

＜主な事例＞

・ 高齢の患者さんが圧迫骨折等の整形外科の傷病で入院した場合、１カ月から

２カ月の入院期間を必要とするが、その間、内科的疾患、慢性疾患で入院前

に他医療機関より処方されていた内服薬がなくなってしまう（有床診療所・

整形外科）

・ 緑内障で眼科通院あり。点眼薬のみが必要なのだが、眼科医の指導のもと通

院を希望されている（有床診療所・外科）

・ 出産後軽快しない腰痛の患者さんが整形外科を受診（有床診療所・産婦人科）

・ 当院がもたない PET、MRI 等による検査を要するとき（病院・内科）

・ 当院は精神科単科病院のため、肺炎、骨折、胃瘻増設や胃癌等の経過観察、

眼科的治療等の各種合併症により、あらゆる他科への受診を余儀なくされて

いる（病院・精神科）

・ 整形外科に入院中の患者が透析を受けるために他医に受診（病院・整形外

科）

・ 内科入院中の患者のバルーンカテーテルがつまったり抜けなくなったりし

て、当院では対応できず、泌尿器科を受診（病院）

・ かかりつけ医を信頼しているため、自院の当該科への診察を嫌がる（病院）

・ 転院目的での他院診察（病院）

自院入院中の患者を他院に依頼した割合 

■ ある 
■ なし 
■ 無記入 82％ 

17％ 

1％ 

他院入院中の患者の外来受診について

回答を寄せていただいた 166 医療機関のうち 72.3％（120 医療機関）が、他

院入院中の患者を外来診察したことがあると回答しています。医療機関形態別

では病院のうち 82％が外来診察ありと回答しており、病院は自院入院患者の他

科受診とともに他院入院患者の外来受診の双方で対応に苦慮している様子がう

かがえます。また、無床診療所について診療科別のクロス集計をとったところ、

（それぞれの回答数自体は多くはないですが）精神科、産婦人科、皮膚科で

100％、耳鼻咽喉科で 80％超、眼科、内科で 60％超の医療機関が外来診察あり

と回答しています。入院医療機関がすべての疾患をカバーできない実態と、医

療現場で現実に行われている医療機関連携の必要性を浮き彫りにしています。

＜主な事例＞

・ 皮膚科専門医のいない病院で、真菌症や帯状疱疹、水疱瘡などを発症したと

きに、専門医の検査や治療が必要になることが頻繁にある（無床診療所・皮

膚科）

・ 認知症の増悪にて精神科病院入院となるも、基礎疾患である糖尿病や高血圧

がある場合、内科での診察や処方が必要となる（無床診療所・内科）

・ パーキンソン病で通院中の方が、骨折で整形外科の単科病院に入院した時

に、抗パーキンソン病薬等の処方が必要（無床診療所・内科）

・ 内視鏡下での胃瘻カテーテル交換、あるいは透視下での腸瘻カテーテル交換

を依頼される（無床診療所・内科）

・ 精神科のない病院が多いので、うつ状態、せん妄状態等の精神障害が発生し

た場合には当科での診療が必要。拒食症で内科入院中の方の精神面での治療

をしたこともある（無床診療所・精神科）

・ 精神科単科病院で転倒・外傷などで受傷された患者を自院で治療することは

不可能（無床診療所・整形外科）

・ 緑内障、糖尿病網膜症など全身疾患に関連した眼底疾患（無床診療所・眼科）

・ 耳鼻科のない病院の入院患者の鼻出血で、止まらない場合（無床診療所・耳

鼻咽喉科）

・ 周期的にホルモン内服を行っている方が入院すると、婦人科診察は中断され

る。また、更年期障害などでは数年間又はそれ以上の内服や外用が必要なこ

ともあり、急な入院のときには治療の中断が起こりやすい（無床診療所・産

婦人科）

他院入院中の患者の外来診察の有無 
（「あり」と回答した割合） 
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病
院 

有
床
診
療
所 

無
床
診
療
所
全
体 

そ
の
他 

皮
膚
科 

小
児
科 

産
婦
人
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

精
神
科
・
診
療
内
科 

眼
科 

外
科 

整
形
外
科 

内
科 

無床診療所 

69.8

おわりに

既に会員の皆さんにはお知らせしていますが、６月４日の厚労省通知によ

り、出来高病床入院患者の他院での投薬については、従前どおり実施可能とな

る改定が行われています。しかしながら、包括病床入院患者の他院での投薬の

問題や入院基本料の減算の問題など残されている課題は少なくありません。協

会としては、今後も保団連とともに引き続き規制撤回に向けた取り組みを継続

していきます。

今回の実態調査では、最後に自由意見欄を設けました。紙面の都合で一つ一

つのご意見を紹介できないのは残念ですが、「医療現場の実態を知らない不合

理な改定」である旨を指摘するのと同じくらい、あるいはそれ以上に「患者さ

んにとっての不利益」を強く訴える内容であったことを最後に強調しておきま

す（寄せられたご意見の詳細や今次改定の政策的な分析などについては、８月

号にて掲載予定です）。

2010年診療報酬改定において医療現場に大きな混乱をもたらした「入院患者の他医療機関受診に係る規制強化」について、現場の実態を明らかにする
とともに規制の撤回を求めるために、石川県保険医協会では会員実態調査を行いました。5月28日に調査用紙を送付、6月8日締め切りという非常に短
い期間であったにもかかわらず、166医療機関（回答率25.8％）からの回答をいただきました。以下に集計結果を掲載します。なお、実態調査と同時に
お願いした「入院患者の他医療機関受診の規制強化の撤回を求める厚労大臣あて会員署名」についても、127人分のご署名をいただきました。6月9日に
厚生労働省に提出したことを報告するとともに、この場を借りまして、ご協力いただいた会員の皆様に感謝申し上げます。
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石
川
県
議
会
で
も
意
見
書
が
採
択 

休
業
保
障
制
度
の
存
続
に
光
明
 

保
険
業
法
改
正
案
で
特
例
の
道
開
か
れ
る 

六
月
二
十
三
日
、
石
川
県
議

会
六
月
定
例
会
に
て
、
自
民

党
、
共
産
党
、
政
心
が
共
同
提

案
し
た
『「
助
け
合
い
共
済
」

が
従
来
ど
お
り
運
営
で
き
る
よ

う
保
険
業
法
の
制
度
と
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
』
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
（
新
進
、
清

風
、
公
明
党
は
反
対
）。
意
見

書
の
全
文
は
下
記
。

意
見
書
の
内
容
は
二
〇
〇
六

年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
保

険
業
法
に
よ
り
、
中
小
自
営
業

者
や
開
業
医
な
ど
を
構
成
員
と

す
る
助
け
合
い
共
済
が
存
続
の

危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、

過
度
な
規
制
や
監
督
の
在
り
方

を
正
す
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

国
は
（
一
）
構
成
員
の
自
主
的

な
助
け
合
い
を
目
的
と
し
た
共

済
制
度
が
従
来
ど
お
り
運
営
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
、

（
二
）
保
険
業
法
の
制
度
と
運

用
の
見
直
し
を
は
か
り
、「
助

け
合
い
共
済
」
を
保
険
業
法
の

適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。

保
険
業
法
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
が
石
川
県
議
会
で
可

決
し
た
要
因
は
、
最
大
会
派
の

自
民
党
県
議
団
も
共
同
提
案
に

加
わ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ

の
背
景
に
は
今
年
二
月
に
保
険

医
協
会
が
馳
浩
衆
議
院
議
員
と

懇
談
し
、
自
主
共
済
制
度
の
存

続
へ
の
理
解
を
求
め
た
こ
と
、

昨
年
八
月
総
選
挙
及
び
今
年
七

月
参
議
院
選
挙
の
立
候
補
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
際
に
「
自
主
共
済

を
保
険
業
法
の
適
用
除
外
と
す

る
こ
と
」
に
つ
き
、
各
候
補
者

か
ら
前
向
き
な
回
答
を
得
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

石
川
県
議
会
で
意
見
書
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

の
地
方
議
会
で
は
五
県
九
十
七

市
八
十
二
町
四
十
三
村
か
ら
保

険
業
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
が
採
択
さ
れ
、
衆
参
両
院

議
長
や
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
関

係
大
臣
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

先
の
通
常
国
会
で
継
続
審
議

と
な
っ
た
「
保
険
業
法
改
正

案
」
は
、
二
〇
〇
五
年
に
改
定

保
険
業
法
施
行
前
に
共
済
事
業

を
行
っ
て
い
た
団
体
な
ど
に

「
認
可
特
定
保
険
業
者
」
と
し

て
の
特
例
を
認
め
る
内
容
で
あ

り
、
保
団
連
休
業
保
障
制
度
の

普
及
活
動
再
開
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
。

 

七
月
の

　

 

特
別
国
会
が

　
　
　
　
　

 

山
場
か

同
改
正
案
は
七
月
の
参
議
院

選
挙
後
の
特
別
国
会
で
審
議
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
石
川
県
議

会
六
月
定
例
会
に
お
け
る
意
見

書
採
択
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
。

▲
2
一
角
△
2
二
玉
▲
1
二

角
成
△
同
玉
▲
2
三
歩
成
△
同

玉
▲
2
一
飛
成
△
2
二
合
▲
3

五
桂
ま
で
9
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
2
一
角
で
△
2
二

玉
と
追
い
、
次
の
▲
1
二
角
成

が
好
手
、
さ
ら
に
5
手
目
▲
2

三
歩
成
が
決
め
手
で
、
△
同
玉

に
▲
2
一
飛
成
で
ピ
ッ
タ
リ
。 

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲 

解 
答 

碁 
4
イ
 5

1

3

2（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
置
き
が
急
所
の
一
手
。
白
2

に
黒
3
か
ら
5
で
両
コ
ウ
の
白
死
で
す
。

黒
1
で
3
は
白
1
黒
5
白
イ
で
白
生
き
。

ま
た
黒
1
で
2
も
白
1
で
白
生
き
で
す
。
 

二
〇
一
〇
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
で
、
入
院

患
者
の
他
医
療
機
関
受

診
規
制
を
強
化
す
る
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
、
特

に
他
医
療
機
関
か
ら
の

投
薬
部
分
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容

が
後
に
な
っ
て
訂
正
さ
れ
る
な
ど
、

現
場
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

三
月
五
日
の
最
初
の
通
知
で
は
、

他
医
療
機
関
で
の
処
方
料
・
処
方
箋

料
は
算
定
で
き
ず
、
専
門
的
な
診
療

に
特
有
な
薬
剤
の
受
診
当
日
分
だ
け

が
算
定
可
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、
四

月
末
に
な
り
出
来
高
病
棟
に
入
院
中

の
患
者
に
対
し
、
他
医
療
機
関
で
処

方
さ
れ
た
専
門
的
な
薬
剤
に
関
し
て

の
処
方
料
・
処
方
箋
料
が
算
定
で

き
、
薬
剤
料
は
入
院
医
療
機
関
で
算

定
す
る
と
い
う
通
知
が
出
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
以
前
と
は
ま
っ
た
く
逆

と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
内
容
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
六
月

に
入
っ
て
、
同
じ
く
出
来
高
病
棟
入

院
中
の
患
者
に
対
す
る
他
医
療
機
関

で
の
専
門
的
な
診
療
に
必
要
な
薬
剤

に
係
る
点
数
の
算
定
が
可
能
と
な

り
、
以
前
の
通
知
は
再
度
撤
回
さ
れ

る
形
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
よ

う
な
重
要
な
こ
と
が
、
厚
労
省
課
長

通
知
一
通
で
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
理
不
尽
で
あ
り
、
そ
の
上
、
新

し
い
診
療
報
酬
の
運
用
が
始
ま
っ
て

し
ま
っ
て
か
ら
、
通
知
の
内
容
が
二

転
三
転
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
通
知
の
改
定
が
な
さ

れ
て
も
、
依
然
と
し
て
問
題
は
大
き

い
。
入
院
医
療
機
関
側
の
入
院
料
の

減
算
は
、
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
規
制
の
緩
和
は
出
来
高

病
棟
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

薬
剤
に
関
す
る
点
数
を
入
院
医
療
機

関
あ
る
い
は
他
医
療
機
関
の
ど
ち
ら

で
算
定
し
よ
う
が
、
総
医
療
費
に
は

大
き
な
影
響
が
無
い
た
め
と
考
え
ら

れ
、
い
わ
ゆ
る
「
財
政
中
立
」
の
考

え
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
療
養
病
棟
入
院
中
患
者
に
対
す

る
差
別
的
な
取
り
扱
い
に
も
な
っ
て

い
る
。

今
回
の
件
は
、
医
療
費
抑
制
を
目

論
ん
で
は
み
た
も
の
の
、
現
場
の
状

況
に
ま
っ
た
く
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と

な
り
、
後
に
な
っ
て
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
医
療

費
抑
制
あ
り
き
の
小
手
先
の
議
論
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
当
に
必
要

な
医
療
を
国
民
に
提
供
し
て
い
く
と

い
う
視
点
で
、
診
療
報
酬
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
て
行
く
べ
き
な
の

で
あ
る
。

二転三転する 
厚労省の 
不手際 

入
院
患
者
の 

他
医
療
機
関
受
診
規
制
の 

撤
回
を
求
め
て 

＜資料＞

「助け合い共済」が従来どおり運営できるよう
保険業法の制度と運用の見直しを求める意見書

2006 年４月１日に施行された改正保険業法の趣旨は、共済などの名を語り、不

特定多数の消費者に保険類似商品の販売や勧誘を行い被害を与えた、マルチ商法

的勧誘方法で加入させる根拠法のない共済（以下「マルチ共済」という。）の規制

が目的であった。

しかしながら、構成員の自主的な助け合いを目的とした共済（以下「助け合い

共済」という。）をマルチ共済と同視し、一律に規制することは、非営利の団体自

治を貫く助け合い共済制度の存続を脅かすことになる。現に、同法の施行後、中

小自営業者や開業医などを構成員とする助け合い共済が存続の危機に追い込まれ

ている。

今、求められることは、非営利団体の構成員誰もが「助ける喜び」、「助けられ

る喜び」を共有し合える共済制度を守ることであり、過度な規制や監督のあり方

を正す必要がある。

よって、国におかれては、これまで健全に運営してきた「助け合い共済」が、

従来どおり運営できるよう支援し、下記の事項について早期に改善することを強

く要望する。

記

１　構成員の自主的な助け合いを目的とした共済制度が、従来どおり運営できる

よう支援すること。

２　保険業法の制度と運用の見直しをはかり、「助け合い共済」を保険業法の適用

除外とすること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

平成 22 年６月 23 日

衆 議 院 議 長 参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣 総　務　大　臣

　　あて
金 融 担 当 大 臣 国家戦略担当大臣
内 閣 官 房 長 官

石 川 県 議 会 　

7 9 2 5 4 3 8 6 1
4 8 1 6 2 7 5 9 3
5 3 6 9 8 1 7 2 4
6 2 8 1 7 4 9 3 5
9 4 3 8 5 2 6 1 7
1 5 7 3 9 6 2 4 8
3 7 9 2 1 5 4 8 6
2 1 5 4 6 8 3 7 9
8 6 4 7 3 9 1 5 2

「
数
独
」
の
解
答

８
＋
６
で
、答
え
は「
14
」

（
問
題
10
面
）

メインテーマ

患
者
・
住
民
に
喜
ば
れ
る
 

　
　
医
療
を
め
ざ
し
て
 

第
25
回
保
団
連
医
療
研
究
集
会 

患
者
・
住
民
に
喜
ば
れ
る
 

　
　
医
療
を
め
ざ
し
て
 

二
〇
一
〇
年
十
月
九
日（
土
）〜
十
月
十
日（
日
） 

東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
 

詳しくは 
案内チラシを 
ご覧ください 

日
程
 

会
場
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理事　三宅　靖（金沢市・内科）

第19回会員デビュー講演・シンポジウム 

個性豊かな得意分野を生かして 個性豊かな得意分野を生かして 個性豊かな得意分野を生かして 
地域医療に熱心に取り組んで 地域医療に熱心に取り組んで 

左から司会の三宅靖理事、加藤文彦先生、荒井健哉先生、土田敏典先生

今次改定で、地域医

療連携推進を目的に、

診療情報提供料（Ⅰ）

（250 点）の加算 100 点

が診療所への評価とし

て新設された。

基本診療料の障害者

加算を算定している患

者または歯科訪問診療

料を算定している患者

について、患者またはその家族の同意を得て、障害者歯科医療連携加

算や、地域歯科診療支援病院歯科初診料に関わる施設基準を届け出て

いる医療機関、別の医科の保険医療機関、指定居宅介護支援事業者に

対して診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行った場合に加算す

る（ただし、介護保険法の歯科医師が行う居宅療養指導費を算定した

月は、訪問歯科診療料算定患者についての介護支援事業者などへの紹

介加算は算定できない）。

東海北陸厚生局の届出受理医療機関名簿によれば、2010 年７月１日

現在、地域歯科診療支援病院歯科初診料に係る施設基準を届け出てい

る医療機関は、石川県立中央病院、金沢医科大学病院、金沢医療セン

ター、金沢大学附属病院、小松市民病院（50 音順）の 5 病院。また、

金沢医療センターと金沢大学附属病院は、障害者歯科医療連携加算に

係る施設基準も届け出ている。また歯科診療所でも障害者歯科医療連

携加算に係る施設基準の届出を行っているところもある（４カ所）。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　地域歯科診療支援病院歯科初診料に係る
　施設基準を届け出ている医療機関
　　＊石川県立中央病院
　　＊金沢医科大学病院
　　＊金沢医療センター
　　＊金沢大学附属病院
　　＊小松市民病院
　　　　　　　　（50音順）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域歯科診療支援病院 
石川では5病院 

地域歯科診療支援病院 
石川では5病院 

●診療情報提供料（Ⅰ）に対する加算（100点） 

歯科診療所 
 

・地域歯科診療支援病院 

・障害者歯科医療連携加算を 
　算定している歯科医療機関 

・別の医科の保険医療機関 

・居宅介護支援事業者 

診療状況を示す 
文書を添えて 
紹介する 

障害者加算（175点）を 
算定している患者 

または歯科訪問診療料を 
算定している患者 

創傷治療の３原則に基づく驚異の創傷治療 
～褥瘡のラップ療法～ 傷の正しい治し方 テーマテーマ

◇電話：０７６（２２２）５３７３　◇FAX：０７６（２３１）５１５６ 
◇E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

（医療機関・施設・勤務先名、申し込み代表者氏名、参加人数、電話番号、職種を記載してください） 
●申し込み／下記を明記して保険医協会までFAXまたはE-mailで

ひがしわしのみや 

は ら み ず ひ ろ あ き 

■主催／石川県保険医協会

●医師とコ・メディカルのための講演会2010● ●医師とコ・メディカルのための講演会2010● 

石川県保険医協会の人気シリーズ「医師とコ・メディカルのための講演会」、
今年は医療法人三和会東鷲宮病院副院長で褥瘡・創傷ケアセンター長の水原
章浩先生をお招きし、「傷の正しい治し方」と題した講演会を開催します。 
最近、傷や褥創に対する消毒や治療の考え方、方法が大きく変わり、在宅

医療においては、これらの知識がますます重要になっています。 
水原先生は、術後創感染、院内感染など、常に傷や細菌と向き合ってこら

れた結果から、創傷治療の3原則「傷には消毒をしない」「傷は水で洗う」「傷
は乾かさずに被覆する」を提唱されています。乾かさないためには創傷被覆
材が必要で、食品用ラップは種々の利点を持った「究極の創傷被覆材」と推
奨されています。 
ご講演では、ラップ療法による実際の治療例を数多くお示しくださると同

時に、具体的なノウハウ、長所ならびに問題点についても詳しく解説いただ
きます。 
外来・在宅・施設の現場で、医師とコ・メディカルが共有できる貴重な勉

強の場になることを確信して、皆さまのご参加をお待ちしております。 
すべての医療職・介護職の皆さまに、参加をおすすめします。 

（石川県保険医協会／学術・保険部） 

たくさんの参加をお待ちします たくさんの参加をお待ちします たくさんの参加をお待ちします 講　師 

と　き 

医療法人三和会東鷲宮病院 

水原 章浩 先生 
 2010年9月26日（日）
午前10時～正午 

ところ 

定　員 

ホテル金沢
2階「ダイヤモンド」
※金沢駅東口に向かって右側、金沢フォーラスの右隣りです。 
　（076-223-1111） 
 
200人 
（定員に達し次第、 
  締め切らせていただきます） 
 

参加費 500円 
（会場受付にて徴収 
  させていただきます） 

六
月
二
十
四
日
（
木
）
午
後

七
時
半
か
ら
、
金
沢
都
ホ
テ
ル

に
お
い
て
第
十
九
回
「
会
員
デ

ビ
ュ
ー
講
演･

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

土
田
敏
典
先
生
（
整
形
外
科
・

金
沢
市
）、
荒
井
健
哉
先
生

（
内
科
・
金
沢
市
）、
加
藤
文
彦

先
生
（
内
科
・
加
賀
市
）
の
三

人
の
先
生
方
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
ま
し
た
。

今
回
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
豊

か
な
興
味
深
い
内
容
の
お
話
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。最

初
の
土
田
先
生
は
、
金
沢

市
内
で
今
や
医
療
モ
ー
ル
と
も

言
え
る
ほ
ど
各
科
の
医
療
機
関

が
集
ま
っ
て
い
る
田
上
地
区
で

の
ご
開
業
で
す
。
Ｃ
Ｒ
画
像
を

駆
使
し
て
、
通
常
の
画
像
で
は

発
見
困
難
な
骨
折
の
的
確
な
診

断
を
行
う
な
ど
、
整
形
外
科
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
活
躍
な

さ
っ
て
い
る
様
子
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
目
の
荒
井
先
生
は
、

ご
出
身
の
福
井
医
科
大
学
（
現

福
井
大
学
医
学
部
）
で
の
救
急

医
療
の
最
前
線
の
ご
勤
務
を
経

て
、
循
環
器
疾
患
や
脳
血
管
疾

患
の
予
防
を
通
し
て
、
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ご

開
業
の
道
を
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
一
人
お
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん

と
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

地
域
に
根
差
し
た
医
療
を
実
践

し
て
い
く
思
い
を
語
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

最
後
の
加
藤
先
生
は
循
環
器

内
科
の
専
門
医
で
す
が
、
電
子

カ
ル
テ
に
関
す
る
お
話
が
中
心

で
し
た
。
多
く
の
情
報
を
一
度

に
見
る
こ
と
が
可
能
で
、
ま
た

デ
ー
タ
の
抽
出
・
加
工
の
面
で

も
電
子
カ
ル
テ
は
大
き
な
武
器

と
な
る
が
、
そ
の
機
能
を
最
大

限
に
生
か
す
に
は
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
お
教
え
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
講
演
後
の
討
議
で
は
、
開

業
を
決
断
す
る
に
至
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
先
生
方
の
思
い
、
資
金

面
や
労
務
管
理
上
の
ご
苦
労
、

あ
る
い
は
ご
家
族
や
開
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
助
け
ら
れ
た
こ

と
な
ど
の
実
体
験
に
基
づ
い
た

有
意
義
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
開
業

医
の
み
な
ら
ず
こ
れ
か
ら
開
業

を
考
え
て
い
る
勤
務
医
の
先
生

方
に
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
し
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い

う
印
象
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
内
容
の
紹
介
も
不

十
分
で
す
。
来
月
号
か
ら
は
各

氏
の
発
表
内
容
の
要
旨
が
掲
載

さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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県
内
全
自
治
体
か
ら
意
見
書
を
 

県
内
全
自
治
体
か
ら
意
見
書
を
 

県
内
全
自
治
体
か
ら
意
見
書
を
 

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」
 

ま
ず
は
内
灘
町
、野
々
市
町
で
採
択
 

2010 富山県医療・介護連携シンポジウム 

「口から食べたい」を支える 

口腔ケアと嚥下リハ 
～病院・施設・在宅・デイで出来ることからチャレンジしよう～ 

参加費 
無料 
※県外の方も
参加いただけます

テーマ  

8月22日（日）　午後1時～5時
名鉄トヤマホテル 4階 
（富山市桜橋通り2-28  TEL 076-431-2211） 

「咀嚼・嚥下・吸収を一連の 
　システムとして認識することの意義」 
講師：新潟大学副学長　山田　好秋 氏 

日 時 

会 場 

講 演 

シンポジウム 

口腔ケア用器具、嚥下食の展示、試食 

在宅医 
　小川　滋彦 氏：金沢・在宅NST研究会 

歯科医師 
　小林　岳志 氏：小林歯科医院（富山市） 

訪問看護師 
　岩原　裕子 氏：砺波市訪問看護ステーション 

歯科衛生士 
　坂口奈美子 氏：済生会富山病院 

言語聴覚士 
　亀谷　浩史 氏：富山協立病院 

＜座長＞ 
　鏡森　定信 氏：富山大学名誉教授 

＜シンポジスト＞ 

お問い合わせは富山県保険医協会まで （076）442－8000

＜資料＞

保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書

歯や口腔を健康な状態に保つことが、肺炎の予防や糖尿病の症状改善をはじめとした、

全身の健康や介護・療養上の改善に大きな役割を果たすことが厚生労働省の厚生労働科学

研究などで実証されています。したがって、誰もが早期に歯科医療の受診ができ、歯や口

腔機能を健全に保持することが重要になっています。また国民医療費節減にも効果がある

ことが「8020 運動」によって実証されています。さらに、多くの国民は歯科医療について

保険の利く範囲の拡大と自己負担の軽減を強く望んでいます。

しかし現行の歯科診療報酬では、歯周治療や義歯治療が保険では十分にできず、また保

険のきく範囲の拡大を望む国民の要望にも応えられない状況に置かれています。

セラミック（陶歯）など、安全性も確立し、普及している技術がいまだ保険導入されて

いません。そのため、患者は保険診療の窓口負担に加えて自費診療部分も支払わなければ

ならず、このことが歯科受診を躊躇させる原因にもなっています。

また、歯科衛生士や歯科技工士の労働環境も一段と厳しくなっており、各地の歯科衛生

士や歯科技工士養成所で廃校、定員割れが起きているだけでなく、歯科大学の定員割れや

志願者の減少など、将来の歯科医療確保が危ぶまれる状況になっています。

このような事態を放置すれば、多くの国民の健康保持に支障をきたすことになりかねま

せん。

以上の点から、国および政府においては、医療費の総枠を拡大し、患者負担を増大させ

ることなく、保険でより良い歯科医療を確保するため、次の事項について実現されるよう

強く要望する。

記

１．患者の窓口負担を軽減すること。

２．患者が良質な歯科医療を保険で受けられるように制度を改善すること。

３．セラミック（陶歯）など、安全で普及している歯科技術は速やかに保険導入すること。

　　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　平成 22 年６月 17 日

　　　内閣総理大臣 菅　　直人　　殿

　　　厚生労働大臣 長妻　　昭　　殿

　　　財 務 大 臣 野田　佳彦　　殿

　　　衆議院議長 横路　孝弘　　殿

　　　参議院議長 江田　五月　　殿

石川県内灘町議会　議長　北川　進　　　

※野々市町議会でも同意見書が採択された。

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

昨
年
末
よ
り
会
員
諸
氏
の
協
力

の
も
と
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
運

動
」
に
取
り
組
み
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
き
た
。
引
き
続
き
、

こ
の
春
か
ら
は
地
方
議
会
で
の

意
見
書
採
択
を
求
め
る
活
動
を

始
め
、
内
灘
町
、
野
々
市
町
の

六
月
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
請
願
書

を
提
出
し
た
こ
と
は
、
本
紙
六

月
号
一
面
に
報
告
し
た
。
こ
こ

で
は
議
会
の
採
択
結
果
を
報
告

し
た
い
。

地
方
議
会
意
見
書
採
択
運
動

は
、
歯
科
部
と
し
て
は
今
回
が

初
め
て
の
試
み
と
な
る
が
、
と

に
か
く
こ
の
意
見
書
が
国
民
と

歯
科
医
師
の
切
な
る
願
い
で
あ

る
と
の
信
念
の
も
と
、
ま
ず
は

部
員
が
居
住
す
る
自
治
体
か

ら
、
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め
る

こ
と
に
し
た
。

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
い
た
議
員
ら
と
の
懇
談
時

間
の
制
約
も
あ
り
不
安
は
尽
き

な
か
っ
た
が
、
六
月
十
七
日
に

は
内
灘
町
議
会
で
、
同
二
十
五

日
に
は
野
々
市
町
議
会
で
も
意

見
書
が
採
択
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
請
願
し
た
二
つ
の
町
議
会

と
も
、
党
派
を
超
え
、
採
択
に

至
っ
た
と
聞
く
。
石
川
県
の
歯

科
界
に
お
け
る
画
期
的
出
来
事

と
言
え
よ
う
。
紹
介
議
員
や
懇

談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
議

員
、
そ
し
て
請
願
署
名
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
を
は

じ
め
、
協
会
会
員
諸
氏
に
感
謝

し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す

る
「
歯
科
医
療
に
お
け
る
保
険

給
付
範
囲
の
充
実
や
窓
口
負
担

の
軽
減
等
」
は
、
す
べ
て
の
国

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
「
真

理
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と

理
解
し
た
い
。

全
国
で
は
、
二
年
ほ
ど
前
か

ら
保
団
連
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
」
地
方
議
会

意
見
書
採
択
運
動
が
展
開
さ
れ

て
き
た
。
今
年
六
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
た
保
団
連
代
議
員

会
で
の
宇
佐
美
宏
歯
科
代
表
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
全
国

で
の
採
択
率
は
全
自
治
体
の
三

割
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
採
択
率
が

五
割
を
超
え
る
と
流
れ
が
変
わ

る
こ
と
は
「
保
険
で
よ
り
良
い

入
れ
歯
を
」
運
動
で
証
明
済
み

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

強
化
に
よ
っ
て
明
る
い
未
来
を

勝
ち
取
ろ
う
で
は
な
い
か
と
の

宇
佐
美
歯
科
代
表
の
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
に
響
い
た
。

一
九
九
二
年
当
時
、
保
団
連

が
中
心
に
な
っ
て
展
開
し
た

「
保
険
で
良
い
入
れ
歯
を
」
の

訴
え
は
国
民
的
な
運
動
に
な

り
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の

診
療
報
酬
改
定
で
、
総
義
歯
の

点
数
の
大
幅
見
直
し
に
結
び
つ

い
た
。
採
択
率
の
上
昇
と
と
も

に
今
回
の
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
の
運
動
も
同
じ

よ
う
な
展
開
が
期
待
で
き
、
歯

科
医
療
の
展
望
が
開
け
る
と
確

信
し
て
い
る
。

石
川
県
議
会
六
月
定
例
会
で

も
「
歯
科
医
療
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
」
が
、
自
民
党
提
案

に
よ
り
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

た
。
今
後
は
、
保
団
連
と
連
携

し
て
、
石
川
県
下
の
全
自
治
体

で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
る
よ
う

邁
進
す
る
決
意
で
あ
る
。

ま
ず
は
総
務
部
か
ら
、
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加

し
た
役
員
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
会
議
全
体

を
通
じ
て
、
発
言
者
の
多
く

は
医
科
歯
科
問
わ
ず
石
川
協

会
が
中
心
で
あ
っ
た
と
の
報

告
が
あ
り
、
他
県
協
会
の
活

性
化
を
切
望
す
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
経
営
共
済
部
よ
り

休
業
保
障
に
係
る
不
審
な
電

話
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
今
後
の
保
団

連
の
対
応
を
見
て
か
ら
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。学

術
・
保
険
部
の
次
期
改

定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
で

は
、
新
点
数
不
合
理
是
正
要

求
に
つ
い
て
整
理
し
、
問
題

点
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

特
に
入
院
患
者
の
他
医
療
機

関
受
診
の
規
制
強
化
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
撤
回

を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
近
、
協
議
事
項
が
多
す
ぎ

て
十
分
に
話
し
合
い
を
す
る

時
間
が
も
て
な
い
こ
と
が
、

検
討
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

【
山
本　

記
】

（6月1 5日開催・13人出席） 

第4回理事会点描

時間が
足りない中で
時間が

足りない中で
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【「てるてる」とは】 
てるてる（若年性認知症の人と家族の会）は、2009年７月に当事者家族が

中心となり発足した、若年性認知症の家族会としては石川県初のグループで

す。「てるてる」には、①外に向かって光り輝いている、②いつでもTELし

て（相談して）という意味があります。 

若年性認知症の人とその家族は、子どもが学生だったり、家のローンなど

がある場合、すぐに経済的困窮に陥り、破綻の危機にさらされます。若いた

め、行動力も抵抗力も精神的混乱も大きく、不安心理が強く出てきて、高齢

者の認知症に比べ、数倍も大変なものとなってきます。会では、活動を通し

て相互に正しい知識の理解を深め、体験を共有しながら支えあい、豊かな人

生を送ることができることを目指しています。また、本人や家族の思いに寄

り添い、生活や治療に必要な支援が得られるよう働きかけることを目的とし

て、応援・サポート活動を続けています。 

【活動内容】 
2009年７月に発足式記念講演を行い、その後定期的に定例会を開催してい

ます。毎回お茶やケーキなどを囲み、和やかな雰囲気の中で、認知症に関す

る制度や就労についての「勉強会」、自分たちの経験の語り合い、オルゴー

ル療法を取り入れたデイサービス見学も行いました。今後は、若年性認知症

の広報・普及啓発活動や、医療関係者への協力依頼なども行っていきたいと

考えています。 

身近にご本人・ご家族の方がおられましたら、会の紹介をお願いいたしま

す。会での勉強会や意見交換で話された内容については、秘密保持やプライ

バシーに十分配慮しておりますので、ご安心ください。サポーターも随時募

集をしております。ぜひぜひお気軽にご参加ください ! ! 

年会費は１口500円です。 

【お問い合わせ先】 
¡中村　利徳　（会長） 1076-288-3021 

¡津幡町地域包括支援センター 1076-288-7952 

¡かほく市地域包括支援センター 1076-288-7150 

¡内灘町地域包括支援センター 1076-288-6750

若年性認知症の人と家族の会「てるてる」のご紹介
昨年7月に、若年性認知症の人と家族の会「てるてる」が発足し、活動しています。 
今後、医療関係者との協力が重要になってくることから、会について紹介したいとのご依頼がありましたので、下記、原稿をお寄せいただきました。 
 （編集部） 

●若年性認知症の人と家族の会「てるてる」について 

8月7日（土）14時～16時
かほく市七塚生涯学習センター「ふれあい館」
2階 視聴覚室
かほく市遠塚口52-10（国道沿い　河北台中学を左折） 

沖野　惣一 氏（おきの内科医院　院長） 
「開業医の立場からの認知症の話」
若年性認知症の方、介護されているご家族、
若年性認知症について興味・関心のある方
無料
＊申し込みは不要です。直接会場にお越しください。 

１周年記念講演会のお知らせ 
若年性認知症の人と家族の会

¡日　時 

¡場　所 

¡講　師 

¡内　容 

¡対　象 

¡参加費 



石 川 保 険 医 新 聞（7）2010年7月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第459号

本シリーズは、介護保険が発足して 10 年にあたり、改めて会員の皆様に介

護保険の現状、問題点などを知っていただきたく、シリーズで掲載してきたも

のであるが、最終回にあたり、介護保険の根本的問題点、今後のあるべき姿な

どを解説、提言してみたい。

2000 年４月、介護保険が発足し、それまでの措置を中心にした福祉制度と

しての介護から、「介護の社会化」が実現し、広く国民が安心して老後が過ご

せる制度が実現した。国民も介護現場の職員も、期待に胸を膨らませたのであ

るが 10 年たって、期待が失望に変わったことは、偽らざる事実である。

今振り返ると、当時、自民党政調会長の亀井静香氏が「子が親を介護する美

風を廃れさせてはいけない」と発言している。このような認識が、その後の

10 年の介護保険の位置付けについて「在宅介護の基本はやはり家族」という

観念を固定させてしまったように思う。

さらにこの 10 年は、小泉行財政改革、不況などで、介護保険は財政問題に

翻弄され、「適正化」の名目で容赦なく改悪され、使いにくいものとなり、介

護労働環境の悪化と労働力不足が深刻になり、問題の多い制度に変貌してし

まった。

国は、介護保険では自助、互助、共助、公助の補完性原理と言い、自助をま

ず強調するが、そのことが、「公」の責任を大きく後退させていると思う。ま

ずは、憲法に定める社会保障の根本原理に立ち返り「公」の責任を明確にすべ

きである。また、介護保険では、介護サービスの提供を民間営利企業に解放し

た結果、要介護認定を希望する方が予測以上に増えた反面、営利のための不適

切な介護サービスが行われている現状も見過ごせない。今一度、公的介護サー

ビス中心に再構築すべきと思う。

それでは、あるべき今後の介護保険について具体的に提言したい。

①介護保険は、現金給付から医療保険と同様の現物給付に変更する。区分支給

限度を廃止する。

②要介護認定を廃止し、ケアマネジャーによる介護度のアセスメント、ケアプ

ランをもとにサービスを提供する。サービスは必要な人に、必要なサービス

を提供することを原則とする。ケアマネジャーの独立性、専門性を高める一

方、ケアマネジャーのモラルハザードをチェックするシステムを作る。

③ケアプラン作成に際し、医師の意見書と同時に歯科医師による口腔ケアに関

する意見書を必須とし、ケアカンファランス開催においても原則医師・歯科

医師の出席を求めるものとする。この場合 ICT（情報通信技術）の発達に

より、ネット利用の会議などでの参加も可とする。

④介護保険料の徴収は応能負担を原則として、低所得者には保険料負担を求め

ない。一方、現行の１割の利用料負担は廃止する。

⑤現在、特別養護老人ホーム（以下、特養）への入所待機者が 40 万人を越え

ている現状を考慮して、特養の整備を重点的に行うが、同時に多様な利用者

に要求や医療依存度が高い要介護者が存在する現状から、介護療養病床、グ

ループホーム、ケアハウスなどの存続と整備も進める。大事なことは、すべ

ての施設において人権の尊重、人格の尊厳が確保されていることで、既存の

施設を含め、「質の向上」は、必須の課題との認識をもって整備を進める。

⑥特養や老健における厳しい医療制限を抜本的に見直し、すべての医療行為に

ついて、出来高払い・現物給付の原則の下に医療給付を実現する。また、グ

ループホームにおける訪問看護や訪問リハビリも認める。

⑦介護保険の医療系サービス（訪問看護、訪問リハビリ、デイケア）などは医

療保険に戻し、医師の指示のもとに必要なだけサービスが提供されるものと

する。

⑧介護職の給与は、国家公務員医療職の給与表などを参考に抜本的な底上げを

する。同時に、介護の質を上げるため、介護職の養成コースを医療職の養成

課程を参考に抜本的に改革する。ケアマネジャーについては、国家試験資格

とする。

⑨介護予防の事業は、本来、公衆衛生行政であるから、公費で実施する。

以上、理想論、机上の空論との批判や、国の危機的財政状況から、どこから

そのような費用が捻出できるかとの批判が出るであろう。今回の参議院選挙で

も、社会保障の財源、特に消費税増税について争点になっている。社会保障が

国の政策上、最も重要な政策であるとの一定のコンセンサスがあるのだから、

まずは余裕のある個人、法人から負担して頂くような合意を取り付けるべき努

力が必要と思う。

介護を含め社会保障制度の充実発展が、この国の安寧に大きく貢献すること

を広く国民に訴え、その実現を目指すことが石川県保険医協会の使命と認識す

る。

今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回

第１２回 テーマ 

今後の介護保険はいかにあるべきか 

副会長  喜多　徹（野々市町・内科） 

最終回 

保 団 連 第28回 

8月28日（土）18：30～21：00（全体会議） 
○基調提案 安藤　元博 保団連病院有床診対策部長 

○講演  
　「医療崩壊の真犯人と厚生労働省の今後の医療政策、医療崩壊を食い止める処方箋（仮題）」 

〈講師〉山形大学大学院医学系研究科　村上　正泰 教授 

新宿農協会館７Ｆ会議室 

8月29日（日）10：00～12：00（全体会議） 新宿農協会館７Ｆ会議室 

8月29日（日）13：00～15：00（分科会） 
新宿農協会館７Ｆ会議室 

○「入院中の患者さんの他医療機関受診の規制の撤回を求める決起集会（仮称）」 

○病院分科会 

新宿農協会館６Ｆ会議室 ○有床診分科会 
有床診療所の役割を強化するためには、国会議員やマスコミ、患者に有床診療所の重要性・必要性を
訴えることが重要である。分科会では、国会議員・マスコミ・患者向けパンフレット「地域医療を支え
る有床診療所（仮題）」の素案を提起し、今後の運動を含めて協議・交流する。 

主　な　内　容 

病院・有床診療所セミナー 
 

にご参加を 

入院医療をめぐる現状と問題を明らかにするとともに

具体的な対応策を学習・交流するために、下記の日程で「病

院・有床診セミナー」を開催します。ぜひご参加ください。 

【主  催】 全国保険医団体連合会

【日  時】 8月28日（土）18：30～21：00 
 8月29日（日）10：00～15：00 
【会  場】 東京・新宿　新宿農協会館 
 東京都渋谷区代々木2-5-5 
  　　新宿農協会館６Ｆ・７Ｆ 

【参加費】 ・両日参加（1人10,000円）
 ・1日のみ参加（1人6,000円）
 ※同一法人2人目以降は、 
 　上記より3,000円引きとなります。 

◆申込・お問い合わせは、各保険医協会へ
　（8月9日しめきり、定員110人）

※財務、厚生労働の両省での経験を踏まえた医療分野での評論活動で知られる新進気鋭の医療経済学者です。 

※他医療機関受診の規制撤回を求める運動の到達点を踏まえ、撤回実現に向けた運動の決起の場とする。 

〈テーマ〉 「医療安全研修会（医事紛争予防と対応）」 
〈講　師〉 京都府保険医協会・医療安全対策部会の先生 
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民
生
活
基
礎
調
査
（
約
六
割
が
六
十
五
歳
未
満
）

で
は
、
腰
痛
は
男
性
の
自
覚
症
状
の
第
一
位
（
有

訴
率
九
％
）、
女
性
の
二
位
（
一
二
％
）、
肩
こ
り

が
女
性
の
一
位
（
一
三
％
）、
男
性
の
二
位

（
六
％
）、
関
節
痛
が
女
性
の
三
位
（
八
％
）
を
占

め
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

対
策
は
環
境
、
作
業
、
ス
ト
レ
ス
管
理

二
〇
〇
一
年
に
整
形
外
科
学
会
産
業
医
委
員
会

は
、
作
業
関
連
要
因
が
原
因
の
頚
肩
腕
症
候
群
を

「
頸
肩
腕
障
害
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
、
従
来

の
産
業
衛
生
学
会
の
見
解
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
に
至

り
ま
し
た
（http://joh.m

ed.uoeh-u.ac.jp/pdf/

J49/J49_2_07. pdf

）。

約
三
千
人
を
二
年
間
追
跡
し
た
労
働
者
健
康
福

祉
機
構
の
研
究
で
、
新
た
な
腰
痛
発
生
に
持
ち
上

げ
動
作
、
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス
、
仕
事
の
適

合
性
、
単
調
な
作
業
、
前
か
が
み
動
作
、
ゆ
れ
や

振
動
、
仕
事
へ
の
低
い
満
足
度
、
不
規
則
な
勤
務

体
制
が
関
与
し
て
い
ま
し
た
（http://w

w
w
. 

research12.jp/kin/05.htm
l#
05-2

）。

Ｍ
Ｓ
Ｄ
が
生
じ
る
機
序
と
し
て
、
傷
害
さ
れ
た

筋
組
織
か
ら
の
情
報
過
多
が
脊
髄
や
中
枢
神
経
系

を
感
作
し
て
、
脳
内
物
質
、
内
分
泌
、
自
律
神
経
、

免
疫
系
を
巻
き
込
ん
だ
痛
み
に
対
す
る
過
敏
性
の

悪
循
環
を
形
成
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
多
発
が
近
年
の
う
つ
病
増
加

原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
作
業
環
境
、
作
業
姿
勢
、
作
業

時
間
な
ど
の
人
間
工
学
的
対
策
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
含
む
職
業
ス
ト
レ
ス
対
策
、
過
重
労
働
対
策
、

良
好
な
人
間
関
係
を
含
む
快
適
職
場
づ
く
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
欧
米
で
は
個
別
の
疾
患
対
策
に
限

定
し
な
い
健
康
会
社
・
社
会
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な

会
社
・
社
会
を
目
指
す
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
後
の
回
で
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｄ
が
多
発
し
て
い
る
保
健
衛
生
施
設
の
対

策
と
し
て
、
北
欧
や
豪
州
で
ノ
ー
リ
フ
ト
政
策

（
機
械
や
道
具
を
使
い
、
人
力
で
持
ち
上
げ
な
い

作
業
の
制
度
化
）
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
も
高
齢
社
会
を
支
え
る
介
護
事
業
が
Ｍ
Ｓ
Ｄ

の
多
発
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
危
機
感
か
ら
、
二
〇

〇
九
年
に
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
安
全
衛
生

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
│
腰
痛
対
策
と
Ｋ
Ｙ
活
動
」

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/
n
e
w
-in
fo
/

k
o
b
e
tu
/
ro
u
d
o
u
/
g
y
o
u
se
i/
a
n
z
e
n
/
0
9
1
1
-

1.htm
l

）、
二
〇
一
〇
年
に
「
介
護
作
業
者
の
腰

痛
予
防
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（http://

w
w
w
.m
h
lw
.g
o. jp

/b
u
n
y
a/rou

d
ou
k
iju
n
/d
l/

checklist_a.pdf

）
を
発
行
し
、
介
護
補
助
具
や

機
械
の
使
用
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

の 服 部 真 理事 
（金沢市・産業医療科） 第7回 

苦
痛
と
社
会
コ
ス
ト
の
最
大
原
因 

　
　
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害 

苦
痛
と
社
会
コ
ス
ト
の
最
大
原
因 

　
　
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害 

筋
骨
格
系
障
害
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
）
と
は
腰
痛
、
頸
肩
腕
症
候
群
、
関
節
痛
な
ど
の
総
称
で
、
作
業

に
よ
っ
て
発
生
あ
る
い
は
悪
化
す
る
も
の
を
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
（
Ｗ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
Ｄ
）
と

呼
び
ま
す
。
病
因
や
部
位
が
特
定
で
き
る
特
異
的
障
害
（
上
腕
骨
外
・
内
上

炎
、
肘
部
管
症

候
群
、
手
根
管
症
候
群
、
関
節
炎
、
腱
炎
、
腱
鞘
炎
、
書
痙
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
柱
管
狭

窄
症
等
）
と
病
因
が
特
定
で
き
ず
症
状
が
多
彩
な
非
特
異
的
障
害
が
あ
り
ま
す
。
非
特
異
的
障

害
も
し
く
は
両
者
の
合
併
が
多
数
を
占
め
ま
す
。
Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
働
き
盛
り
世
代
に
多
発
し
て
お

り
、
社
会
コ
ス
ト
は
多
大
で
す
。
労
働
者
で
は
Ｗ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
Ｄ
が
多
く
、
環
境
や
作
業
と
共
に
社

会
心
理
的
ス
ト
レ
ス
も
関
与
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
再
発
し
や
す
く
治
療
が
困
難
で
、
人
間

工
学
的
対
策
と
社
会
心
理
的
対
策
に
よ
る
予
防
や
再
発
防
止
策
が
必
要
で
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
職
業
健
康
上
の
最
大
の
課
題

欧
米
で
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
が
精
神
障
害
と
共
に
労
働

損
失
の
主
因
で
す
（
図
１
）。
Ｅ
Ｕ
二
十
七
国
の

労
働
者
の
二
五
％
が
腰
痛
に
、
二
三
％
が
筋
肉
痛

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
（
欧
州
安
全
衛
生
機
構
、

h
ttp
://w

w
w
.jn
iosh
.g
o.jp
/icp
ro/jicosh

-old
/

jap
an
ese/cou

n
try
/eu
/top

ics/n
ew
sfl
ash
/

2007/nw
_070928.htm

l

）。
ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
疾
病
休
業
の
四
九
％
、
永
続
的
労
働

損
失
の
六
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
コ

ス
ト
は
二
千
四
百
億
ユ
ー
ロ
（
約
三
十
兆
円
）、
経

済
的
損
失
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
％
に
及
ん
で
い
ま
す（
欧

州
に
お
け
る
筋
骨
格
系
障
害
の
現
況
に
関
す
る
報

告
書2009　

http://w
w
w
.fitforw

orkeurope.

eu
/d
efau

lt.asp
x
.locid

-0afn
ew
009.L

an
g
-

E
N
.htm

）。

米
国
で
も
毎
年
五
十
万
人
以
上
の
Ｍ
Ｓ
Ｄ
が
発

生
し
、
社
会
や
企
業
が
多
大
な
コ
ス
ト
を
負
担
し

（
国
立
労
働
安
全
衛
生
研
究
所
、http://w

w
w
. 

cdc.gov/niosh/docs/2007-131/

）、
労
働
統
計

局
に
よ
れ
ば
労
働
者
の
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
六
二
％
に
作
業

の
反
復
に
よ
る
障
害
が
関
与
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
特
に
保
健
福
祉
で
急
増

腰
痛
は
日
本
の
業
務
上
疾
病
の
六
三
％
を
占

め
、
と
り
わ
け
保
健
衛
生
業
（
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
な
ど
）
で
の
腰
痛
増
加
が
顕
著
で
す
（
表

１
）。
日
本
政
府
は
欧
米
の
よ
う
な
大
規
模
な
調

査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
調
査
か

ら
は
欧
米
以
上
に
被
害
が
深
刻
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

私
た
ち
が
行
っ
た
全
国
の
介
護
施
設
労
働
者
の

調
査
（
四
百
二
事
業
所
、
四
千
四
百
四
人
）
で
は
、

常
時
腰
痛
は
男
性
の
一
六
・
二
％
、
女
性
の

一
一
・
八
％
で
、
採
用
前
か
ら
腰
痛
の
既
往
が
あ

る
職
員
で
は
男
性
の
二
四
・
七
％
、
女
性
の

一
七
・
八
％
で
し
た
。
時
々
を
含
む
と
腰
痛
は
六

割
に
達
し
ま
す
。
腰
痛
は
、
性
別
や
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
、
移
乗
介
助
（
オ
ッ
ズ
比
三
・
四
）
や
清

潔
介
助
（
二
・
八
）
な
ど
と
関
連
し
て
い
ま
し
た
。

頚
肩
腕
症
状
も
常
時
あ
る
者
が
女
性
の
二

〇
・
四
％
、
男
性
の
一
一
・
〇
％
と
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
疲
労
、
睡
眠
障
害
、

う
つ
症
状
と
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
多
発
は
特
定
の
労
働
者
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
国
民
の
苦
痛
の
最
大
原
因
で
す
。
国

うち保健衛生業 
（社会福祉施設を含む） 

業務上疾病の総数 
（単位：人） 

図1　欧米各国の労働損失の原因（2007年） 

表1　日本の業務上疾病発生状況 

図2　平成20年国民生活基礎調査　性別にみた有訴者率の上位5症状（複数回答） 

（出所　「Fit For Work? Musculoskeletal Disorders in the European Workforce 」より抜粋、 
 http://www.theworkfoundation.com/Assets/Docs/Fit %20for %20Work %20pan-European%20report.pdf、2010年6月6日入手、以下同） 

（出所　厚生労働省　社会福祉施設における安全衛生対策マニュアル） 

（出所　厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/toukei//saikin/hw/k-tyosa/k-tyo sa07/3-1.htm l） 
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

５５

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

同
居
者
は

　
独
身
の
息
子
さ
ん

３３

当
院
か
ら
訪
問
診
察
に
行
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
で
自
宅
に
お

ら
れ
る
方
は
、
以
前
よ
り
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
方
、

い
わ
ゆ
る
居
住
系
施
設
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
訪
問
看
護
と

訪
問
介
護
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
両
者
と
も
訪
問
件
数
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
を
検
討
す
る
と
、
在
宅
で

の
家
族
に
よ
る
介
護
力
が
低
下

し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
自
宅
で
介
護
さ
れ
る
要
介

護
度
の
高
い
方
が
極
端
に
少
な

く
な
っ
た
り
、
ま
た
、
新
規
の

依
頼
が
あ
っ
て
も
要
介
護
度
が

重
く
な
る
と
、
す
ぐ
施
設
入
所

に
な
っ
た
り
す
る
た
め
で
し

た
。一

度
、
自
宅
で
の
介
護
状
況

を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
九
九
八
年
に
は
老
老
介
護
が

約
三
三
％
、
嫁
が
約
三
三
％
、

独
居
が
約
一
二
％
、
息
子
は

〇
％
で
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に

は
、
そ
れ
ら
が
二
八
％
。

二
二
％
、
三
五
％
、
八
％
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
年
度
ご
と

の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、

独
居
が
か
な
り
増
え
て
い
る
こ

と
と
、
主
介
護
者
が
息
子
（
基

本
的
に
独
身
）
で
あ
る
場
合
が

増
え
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

主
介
護
者
が
独
身
の
息
子
で
あ

る
方
の
お
話
で
す
。

大
山
佐
和
子
さ
ん
（
仮
名
）

は
、
独
身
の
息
子
さ
ん
と
二
人

暮
ら
し
で
す
。
大
山
さ
ん
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

方
で
、
長
谷
川
式
は
八
点
で
し

た
。
お
う
ち
の
中
は
ゴ
ミ
屋
敷

と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
足

の
踏
み
場
も
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
の
状
態
は
大
山
さ
ん
自

身
の
せ
い
か
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
ケ
ア
会
議
で
の
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
、
息

子
さ
ん
が
張
本
人
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
話
で
は
、
息
子
さ
ん
が

い
ろ
ん
な
も
の
を
通
販
で
買
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
大

山
さ
ん
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
か
け
て
行
っ
て
挙

動
不
審
者
と
い
う
こ
と
で
警
察

に
通
報
さ
れ
た
り
、
外
出
し
て

迷
子
に
な
っ
た
り
（
こ
れ
を
徘

徊
と
呼
ぶ
人
も
い
る
）
す
る
こ

と
が
あ
り
、
自
宅
で
の
生
活
は

困
難
か
な
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

息
子
さ
ん
は
、
介
護
者
と
し
て

は
ま
っ
た
く
当
て
に
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
ま
し
た
。
順
番
が
き
た
と
い

う
連
絡
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
が

そ
の
こ
と
を
息
子
さ
ん
に
伝
え

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

入
居
費
用
は
、
大
山
さ
ん
の
年

金
で
ま
か
な
え
ま
す
が
、
フ

リ
ー
タ
ー
の
低
収
入
で
、
通
販

で
の
買
い
物
が
好
き
な
息
子
さ

ん
は
、
大
山
さ
ん
の
年
金
が
入

居
費
用
に
な
る
と
困
る
と
い
う

こ
と
で
、
入
居
が
断
ら
れ
ま
し

た
。
ま
し
て
や
不
況
の
時
代
、

息
子
さ
ん
の
フ
リ
ー
タ
ー
の
仕

事
も
不
確
実
に
な
り
、
い
よ
い

よ
パ
ラ
サ
イ
ト
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

幸
い
、
大
山
さ
ん
は
そ
の
後

は
、
外
出
行
動
（
徘
徊
と
は
言

わ
な
い
）
も
な
く
、
落
ち
着
い

て
暮
ら
せ
て
い
る
の
で
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
の
話
は
切

実
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同

居
し
て
い
る
の
な
ら
介
護
の
面

で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
ほ
し
い
の

が
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
業
界
用

語
で
言
え
ば
、「
経
済
的
虐
待
」

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
独
居
高
齢
者
と
単

身
の
子
ど
も
が
主
介
護
者
で
あ

る
場
合
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ラ
サ

イ
ト
し
な
く
て
も
経
済
的
自
立

が
で
き
る
雇
用
状
況
に
な
り
、

か
つ
家
族
が
い
な
く
て
も
在
宅

で
必
要
十
分
な
介
護
が
受
け
ら

れ
る
介
護
保
険
制
度
に
な
ら
な

い
と
、
厳
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

２０１０年7月29日（木）午後７時半～午後９時 
 

™™™™日ごろの疑問の解決のために™™™™

なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 第１２回

★メインテーマ

★と  き

 日常診療における皮膚科疾患の見方
 ～皮膚科診療における知っておきたい基礎知識～ 

★ところ

★対　象  保険医協会会員（参加は無料、定員は先着30人とさせていただきます） 

★申込み  7月22日まで 

★講  師 松井皮膚科クリニック院長　松井  裕先生
ゆたか ま つ　い 

金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」
（JR金沢駅東口正面） 

ア
ル
医
師
の
想
い 

ア
ル
医
師
の
想
い 

アルコール 
依存症物語 

社
会
的
取
り
組
み
に 

奥田　宏 
（金沢市・心療内科） 

最終回 最終回 
12

辛
抱
、
工
夫
、
あ
わ
て

ず
・
あ
せ
ら
ず
・
あ
き
ら
め

ず
で
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患

者
さ
ん
に
会
っ
て
き
ま
し

た
。
怖
か
っ
た
こ
と
、
ビ

ビ
っ
た
こ
と
、
驚
い
た
こ

と
、
戸
惑
っ
た
こ
と
、
悔
し

か
っ
た
こ
と
、
や
ら
れ
た
と

思
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

回
復
し
、
生
き
生
き
と
し
て

い
る
患
者
さ
ん
、
元
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
と
顔
を
合
わ
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
一
方
で
、
日
本
は

酒
に
関
し
て
は
寛
大
な
国
で

あ
り
、
長
く
続
く
経
済
不
況

や
地
域
社
会
の
変
化
の
中
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
ル
コ
ー
ル
関

連
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
消
費
や
流
通
を
含

め
た
社
会
的
そ
し
て
公
衆
衛

生
上
の
勧
告
を
出
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
わ

が
国
で
は
そ
う
い
う
方
向
に

は
動
き
そ
う
に
な
く
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
文
章
を
私
た
ち
ア
ル

コ
ー
ル
医
療
業
界
の
仲
間
が

翻
訳
し
て
、
関
係
者
に
見
て

も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健

康
被
害
や
社
会
的
損
失
は
膨

大
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
社
会
的
に
も
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
関
連

問
題
対
策
基
本
法
（
仮
称
）

を
制
定
し
、
国
全
体
で
対
策

を
立
て
て
実
行
し
、
そ
の
中

で
も
医
療
も
そ
の
役
割
を
果

た
す
と
い
う
こ
と
で
、
私
た

ち
業
界
の
仲
間
は
動
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
た
ば

こ
に
対
し
て
は
、
か
な
り
厳

し
い
姿
勢
で
臨
み
、
禁
煙
治

療
を
精
力
的
に
や
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
先
生
方
の
歯
切
れ
の

良
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
て
い
ま

す
。
酒
と
は
害

の
な
い
よ
う
に

適
度
に
付
き
合

い
、
そ
の
害
が

起
こ
っ
た
り
、

損
失
を
出
す
よ

う
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
ら
に
対
し

て
は
法
律
で
規

制
し
た
り
、
対

策
を
義
務
付

け
、
私
た
ち
も
歯
切
れ
よ
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
と
望
む
ば
か
り
で

す
。こ

の
逆
境
と
も
い
え
る
よ

う
な
厳
し
い
社
会
状
況
の
中

で
も
、
立
ち
直
っ
て
い
く
人

た
ち
に
こ
ち
ら
が
励
ま
さ

れ
、
力
を
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
回
復
の

実
情
も
知
っ
て

も
ら
い
、
多
く

の
関
係
者
と
、

そ
の
喜
び
を
分

か
ち
合
う
日
が

来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま

す
。こ

の
連
載
を

終
了
す
る
に
あ
た
り
、
一
年

間
に
わ
た
っ
て
シ
リ
ー
ズ
掲

載
く
だ
さ
っ
た
本
紙
編
集
部

の
皆
様
と
と
も
に
、
読
ん
で

い
た
だ
い
た
方
々
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

２０１０年9月16日（木）午後７時半～午後９時 
 

™™™™日ごろの疑問の解決のために™™™™

なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 なんでも学術 ！ なんでも回答？よろず勉強会 第１３回

★メインテーマ

★と  き

 医科に必要な最近の歯科のミニ知識
 ～自身の口の健康にも役立ちます～ 
 医科に必要な最近の歯科のミニ知識
 ～自身の口の健康にも役立ちます～ 

★ところ

★対　象  保険医協会会員（参加は無料、定員は先着30人とさせていただきます） 

★申込み  9月10日まで 

★講  師 小島　登先生
のぼる 　 こ　  じま 

金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」
（JR金沢駅東口正面） 

石川県保険医協会理事・歯科部副部長 
小島歯科医院・院長 
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原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 

持
駒
　
角
桂 

黒先　5分で一、二級以上 
〈ヒント〉 一手目が急所で無条件に 
  仕留めます。 

〈ヒント〉桂はとどめに活用する。 
 10分で二級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456
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初級編 初級編 

玉 
香 
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歩 
歩 
金 
歩 

歩 

飛 

こ
う
見
え
て
も
、
学
生
時
代
は
在
籍
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
部
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

は
、
大
学
入
学
時
に
始
め
、
先
輩
に
教
わ
っ
た
り
も
し
た

が
、
苦
労
し
な
が
ら
も
ほ
と
ん
ど
独
学
で
勉
強
し
た
。
楽
器

に
夢
中
に
な
り
過
ぎ
、
あ
ま
り
に
も
青
春
を
費
や
し
過
ぎ
た

た
め
に
、
学
業
に
支
障
が
出
た
こ
と
は
、
と
て
も
人
に
は
言

え
な
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
言
え
ど
、
定
期
演
奏
会
の

客
演
指
揮
者
は
プ
ロ
を
呼
ぶ
が
、
当
時
は
駆
け
出
し
で
あ
っ

た
大
野
和
士
さ
ん
は
、
神
が
か
っ
た
滑
ら
か
で
情
熱
的
な
指

揮
で
あ
っ
た
の
が
、
思
い
出
深
い
。

東
海
地
方
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
）
の
各
大
学
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
定
期
演
奏
会
を
行
う
ほ
か
に
、
年
に
一
度
、
各
大
学

の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
合
同
演
奏
会
も
行
っ
た
。
腕
自

慢
が
集
ま
る
の
で
、
普
段
演
奏
で
き
な
い
大
曲
を
選
び
、
客

演
指
揮
者
も
有
名
な
方
を
呼
ぶ
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た

が
、
山
田
一
雄
さ
ん
（
故
人
）
の
指
揮
で
、
マ
ー
ラ
ー
の
交

響
曲
第
五
番
や
、
世
界
の
コ
バ
ケ
ン
こ
と
小
林
研
一
郎
さ
ん

の
指
揮
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
九
番
合
唱
つ
き
を
演

奏
す
る
な
ど
、
今
か
ら
思
え
ば
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
贅
沢
な

組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
幸
運
に
も
、
前
者
で
は
第

二
奏
者
、
後
者
で
は
第
一
奏
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
短
期

間
の
練
習
で
本
番
を
迎
え
る
即
席
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
集
団
で

あ
っ
た
が
、
厳
し
い
な
が
ら
も
楽
し
く
練
習
が
で
き
た
。

コ
バ
ケ
ン
さ
ん
の
指
揮
は
と
て
も
情
熱
的
で
、
ア
マ
チ
ュ

ア
に
も
理
解
が
あ
っ
た
が
、
本
番
当
日
に
ホ
ー
ル
で
行
う
最

終
練
習
の
時
、
第
四
楽
章
の
あ
る
箇
所
で
い
つ
も
タ
イ
ミ
ン

グ
を
外
す
あ
る
打
楽
器
奏
者
が
、
今
度
は
あ
ま
り
に
も
早
く

入
り
す
ぎ
た
の
に
怒
り
、「
僕
は
も
う
本
番
の
指
揮
を
し
な

い
、
辞
め
ま
す
」
と
、
指
揮
台
を
降
り
て
し
ま
い
、
今
日
の

演
奏
会
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
と
一
同
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ

た
。
あ
る
団
員
（
女
性
）
が
コ
バ
ケ
ン
さ
ん
を
う
ま
く
な
だ

め
、
機
嫌
を
直
し
て
く
れ
た
の
で
、
何
と
か
本
番
を
迎
え
た

が
、
事
件
と
な
っ
た
箇
所
で
は
、
打
楽
器
奏
者
が
今
度
は
一

転
し
て
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
り
、「
終
わ
り
よ
け
れ
ば

す
べ
て
よ
し
」
で
は
な
い
が
、
仕
上
が
り
も
良
く
最
高
の
演

奏
会
に
な
っ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
や
る
気
を

一
つ
に
ま
と
め
る
た
め
の
、
コ
バ
ケ
ン
さ
ん
一
流
の
仕
業

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

音
楽
は
お
金
が
か
か
っ
て
も
実
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る

が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
過
ご
し
た
数
々
の
思
い
出
は
、
今
で

も
自
分
の
心
に
響
い
て
い
る

会員リレーエッセー         ◆◆ 131◆◆

河野　晃（金沢市・小児科） 

14
アイスランドのレイキャビクに寄港して 

 
二
〇
〇
九
年
六
月
十
一
日
〜

十
二
日
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
レ

イ
キ
ャ
ビ
ク
に
寄
港
し
ま
し

た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
人
口
は

約
二
十
九
万
人
、
レ
イ
キ
ャ
ビ

ク
市
内
は
約
十
一
万
人
で
す
。

北
緯
六
十
四
度
の
高
緯
度
で

す
が
、「
火
と
氷
の
島
」
と
い

わ
れ
、
二
百
を
超
す
火
山
と
多

く
の
温
泉
に
恵
ま
れ
、
国
土
の

一
二
％
が
氷
河
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
市
街
に
は
、

温
泉
の
蒸
気
が
立
ち
上
る
と
こ

ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
日
本
の

別
府
市
を
思
わ
せ
る
景
観
で
し

た
。こ

の
国
の
電
力
の
供
給
は
、

水
力
が
八
に
対
し
て
、
地
熱
が

二
で
あ
り
、
火
力
、
原
子
力
は

皆
無
と
の
こ
と
で
す
。
地
熱
に

よ
る
大
規
模
な
発
電
と
給
湯
シ

ス
テ
ム
で
、
市
内
の
暖
房
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
熱
発
電

な
ど
は
、
日
本
の
三
菱
の
技
術

が
導
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
本
も
火
山
温
泉
大
国
な

の
で
、
国
立
公
園
で
あ
る
が
た

め
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、

地
熱
発
電
で
電
力
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
「
や
る
気
に
な
れ
ば

で
き
る
」
と
思
う
の
で
す

が
・
・
・
。

同
国
は
、
以
前
は
漁
業
を
中

心
と
し
た
経
済
で
し
た
が
、
近

年
、
金
融
工
学
を
導
入
し
、
金

融
業
で
大
儲
け
を
し
た
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
昨
年
来
の
米
国
発
の
世

界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
を
ま

と
も
に
受
け
て
、
い
く
つ
か
の

銀
行
が
破
綻
し
、
失
業
率
は
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
の
が
一
〇
％
を
超

え
、
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
も

で
き
な
い
困
難
な
事
態
と
な
っ

た
そ
う
で
、
金
融
至
上
主
義
の

罪
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
国
に
は
、
世
界
史
に
名

を
残
す
功
績
が
あ
り
ま
す
。
西

暦
九
三
〇
年
に
は
、
民
主
議
会

ア
ル
シ
ン
ギ
が

開
か
れ
、
新
し

い
国
を
維
持
す

る
た
め
の
ル
ー

ル
を
作
り
、
会

議
や
裁
判
な
ど

を
す
る
集
ま
り

を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ン
ブ

ス
よ
り
も
五
百

年
も
前
に
、
ア

メ
リ
カ
大
陸
に

到
達
し
た
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
人
の

レ
イ
フ
・
エ
リ

ク
ソ
ン
の
銅
像
が
、
民
主
議
会

千
周
年
を
記
念
し
て
米
国
か
ら

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
〇

年
の
こ
と
で
し
た
。

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
ホ
フ
デ
ィ

ハ
ウ
ス
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・

レ
ー
ガ
ン
会
談
が
行
わ
れ
た
の

は
、
冷
戦
末
期
の
一
九
八
六
年

の
こ
と
で
し
た
。
白
い
木
造
の

小
さ
な
建
物
で
し
た
。
果
て
し

な
く
続
く
軍
拡
競
争
、
特
に
核

兵
器
生
産
量
を
競
う
の
は
も
う

や
め
よ
う
と
い
う
機
運
を
、
両

超
大
国
が
初
め
て
も
っ
た
歴
史

的
な
会
談
で
し
た
。
現
在
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
は
常
備
軍
を
持
た
な

い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
は
、
森
林

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
昔

バ
イ
キ
ン
グ
た
ち
が
木
を
切
り

倒
し
続
け
て
草
原
に
し
、
寒
さ

に
強
い
モ
ン
ゴ
ル
系
の
馬
や
羊

を
船
で
持
ち
込
ん
で
増
や
し
、

木
材
で
船
を
た
く
さ
ん
建
造
し

た
た
め
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
船

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
て

行
っ
た
（
略
奪
し
た
り
、
支
配

し
た
）
の
で
す
。
厳
し
い
自
然

環
境
の
た
め
、
そ
の
後
、
森
林

が
復
活
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

火
山
活
動
は
非
常
に
活
発

で
、
二
〇
一
〇
年
春
に
氷
河
中

の
火
山
が
大
噴
煙
を
噴
き
上
げ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
航
空
交
通

に
大
き
な
障
害

を
も
た
ら
し
た

こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

ゲ
イ
シ
ー
ル

間
欠
泉
は
十
三

世
紀
か
ら
活
動

し
て
い
て
、
高

さ
八
十
メ
ー
ト

ル
ま
で
吹
き
上

げ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
二
十

世
紀
に
な
り
、

何
度
も
の
地
震

で
、
活
動
は
中

止
状
態
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

隣
の
ス
ト
ロ
ッ
ク
ル
と
い
う
間

欠
泉
が
約
五
分
ご
と
に
二
十
〜

三
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
噴

出
し
て
い
て
、
多
く
の
観
光
客

が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

レーガン・ゴルバチョフ会談が行われたホフディハウス

噴出するストロックル間欠泉

学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
思
い
出

宮
田　

英
利
（
金
沢
市
・
歯
科
）

数 独 数 独 SUDOKU

二重枠（二つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。 

【ルール】 
q空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを
入れます。 

wタテ列（9列あります）、ヨ
コ列（9列あります）、太線
で囲まれた3×3のブロッ
ク（それぞれ9マスあるブ
ロックが9つあります）の
どれにも1から9までの数
字が1つずつ入ります。 

（答え3面） 
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4 1 7

9 8 2 4
6 2 □ 9

3 5 6
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4 3 9
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